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ROOT 講習会 2018

日程  :   4/26 (木)、5/10 (木)、5/24 (木)、5/31 (木) 、6/7 (木)  全5回 
時間  :   5:00pm - 7:00pm 
場所  :  名古屋大学 研究所共同総合館 5F (Skype等で中継します） 
講師  :  奥村　暁 先生 （名古屋大学 宇宙線研究室 講師) 
連絡先 :  sato.kenta@isee.nagoya-u.ac.jp   
 　 　 　講習会 世話人 : 佐藤 健太（名古屋大学 宇宙線研究室 D1 ） 

　ROOTは欧州原子核研究機構(CERN)によって開発されているデータ解析
フレームワークで、素粒子・宇宙物理に限らず、広く使われています。この
講習会は、学部、修士の学生が対象でありROOTの基礎を1通り使えるよう
になることを目指しています。また宇宙素粒子若手の会(YMAP)により、名
大から全国へ中継を行うことにより若手研究者の研究活動を促進し、広い
分野において発展を目指しています。

ROOT 講習会とは
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講師 奥村先生
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単純な例

root [0] TH1D* hist = new TH1D("h", ";#it{x};Entries", 50, -5, 5) 
root [1] hist->FillRandom("gaus", 1000) 
root [2] hist->Fit("gaus") 
 FCN=27.2533 FROM MIGRAD    STATUS=CONVERGED      60 CALLS          61 TOTAL 
                     EDM=1.22437e-07    STRATEGY= 1      ERROR MATRIX ACCURATE  
  EXT PARAMETER                                   STEP         FIRST    
  NO.   NAME      VALUE            ERROR          SIZE      DERIVATIVE  
   1  Constant     7.98846e+01   3.22837e+00   6.64782e-03  -1.29981e-05 
   2  Mean        -1.12836e-02   3.16206e-02   8.19052e-05  -1.55071e-02 
   3  Sigma        9.73719e-01   2.44588e-02   1.69219e-05  -7.15963e-03
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綺麗に
フィッティング

ROOTで描いたヒストグラム 

統計の情報も
一目瞭然！！

ROOTを使うことで様々なデータを解析し、描画することができます。

講習会の内容（予定）
・ROOTの基礎
・ヒストグラム ・グラフの描画
・フィッテイング
・C++とPython
・TTreeとTNtuple


